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出前授業を行うことで子供達の中に起きる 

「介護の仕事」のイメージの変化について 

       ～ 中学生を対象とした試みから ～ 
   飴屋貴子 1、伊木康人 2、小川文子 3、藤本真樹 4 

         1）岩国市障害者サービスセンター    2）済生会山口地域ケアセンター 

3）宇部市北部西地域包括支援センター  4）コネクト・ワン  

 

Ⅰ．研究目的 

我が国の 65 歳以上の高齢者は 2025 年には 3,653

万人となり、2043 年にはピークを迎えるといわれている１）。

介護ニーズはますます増加していくことが予想されてい

るが、そのニーズに対応する介護の人材は未だに不足

している現状にある。特に若い世代のいわゆる「介護業

界離れ」は由々しき事態である。介護福祉士を育成する

養成校（以下、養成校）では、年々入学者が減少してお

り、令和 5 年の定員充足率は 51.3％となっている 2）。我

が県においても例外ではなく、入学者の減少によって養

成校が閉校、または学部の閉鎖が続いている。 

先行研究である「平成 21年度介護業界および介護職

員に対する若者のイメージ報告書」では、若者たちは介

護の仕事の必要性は十分に理解されているが、一方で、 

介護で働くことに「体力的にきつそう」、「給料が満足いく

水準ではなさそう」、「休みがきちんと取れなさそう」という

マイナスなイメージがあることが指摘されており３）、これら

マイナスイメージが、若者が就職への進路を決める際に

影響を及ぼしているのではないかと考える。 

私達研究グループは、我が国のこのような現状を打破 

する為にも、子供達に介護の意義や専門性を伝え、介 

護の負のイメージを変えていくことが重要であると考え、

平成 29年より介護福祉士による出前授業「ふくしの寺子

屋」という活動を開始した。また、さらに令和 4年には「ふ

くしの寺子屋」の活動が子供達の「介護の仕事のイメー

ジ」にどのように変化をもたらすのかを知るために研究活

動もスタートさせた。本研究は中学生を対象とした試み

を報告する。 

 

Ⅱ．研究方法 

１．対象 

 2023 年月においてＡ市に在住するＢ中学校と C 中

学校の 2年生 179名（女性 81名、男性 97名、1名性

別に無記名があった。年齢 16～17歳）を対象とした。 

２．調査方法 

 ①社会授業の一環として一般社団法人山口県介護

福祉士会による「ふくしの寺子屋」の授業を行う。

授業の内容は 1）いのちの授業、2）介護福祉士によ

る「介護の仕事」のお話、3）質疑応答。②対象者は

「ふくしの寺子屋」の授業を行う前と後に自記式質

問紙に記入してもらった。 

３．調査実施期間 

 B学校 2023年 9月  5日 

C学校 2023年 10月 12日 

４．主な調査内容 

事前の調査票は、基本属性については性別の 1 項

目を設定し、調査項目は①高齢者との触れ合いがあ

りますか②（触れ合う方がおられたら）どのような

方ですか③介護の仕事を聞いたことがありますか④

介護の仕事はどこで聞きましたか、などの 4項目と、

「介護の仕事のイメージ」についての質問は自由記

述で設定した。事後の調査票は「介護の仕事のイメ

ージ」についての質問を自由記述で設定した 

５．調査に際しての倫理的留意 

 調査実施に際しては、B中学校及び C中学校へは調

査目的の説明を行い協力の同意を得た。調査データ

の取り扱いに際しては、対象者のプライバシー保護

に留意し、調査された情報のデータ管理については

プライバシーの保護を厳重に行なった。 

６．分析方法 

 分析方法は自由記述に対して「介護の仕事のイメ

ージ」と考えられる内容をコーディングし、KJ 法を

用いて分析を行った。なお、分析は 4 名の共同作業

で行っている。 

 

Ⅲ．結果 

 

図 1．「介護の仕事」を聞いたことがありますか？（ｎ

＝179人） 
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図 2．「介護の仕事」をどこで聞きましたか？（ｎ＝

179 人）複数回答 

２，「ふくしの寺子屋」の授業の前の「介護の仕事の

イメージ」の結果 

 KJ 法における図解化にあたって、大グループを

【 】、中グループは＜ ＞で示した。 

表１．「ふくしの寺小屋」の授業前の「介護の仕事の

イメージ」 

大切な仕事/大変そうだけどやりがいはあ
りそう

忙しい いそがしい/いそがしい・・・

大変そうな仕事 大変/大変そうで、てつやしてそう

大変な仕事大変そう

やりがいがあり
そう

やりがいがあり
そうな仕事

難しそう

やりがいがあり
そうな仕事

難しそう/難しい

体力が必要 体力が必要な仕事/体力が必要そう

人の役に立つ
仕事

困っている人のやくに立つ/人のために働
く

トイレの手伝い
トイレに行く/おじいちゃんおばあちゃんをト
イレに行かせたり

介護のお仕事
はお世話

高齢者をお世話する/高齢者のお世話を
したり

よりそう
入居所さんの最後によりそう人/病気の
人によりそう

老人ホームで働く/老人ホーム

体が不自由な方や高齢者の方をかいご/
おじいちゃん、おばあちゃんを、介護する
仕事

高齢者のはなし相手になったり/話したり
する仕事

歌を歌ったり、ダンスを踊ったりして、高齢
者を楽しませる/一緒に運動したり

ごはんをあげるイメージ/おじさん、おばさ
んのごはんを作る

高齢者を補助
する仕事

わかい人が年寄りの生活のほじょをする
仕事/高齢者のほじょをする

できないことを
手伝う仕事

高齢者の方が1人じゃできない事を手伝う
/お手伝いしてあげる仕事

生活を助ける仕事/体が不自由な人を助
けたりする

人をサポートす
る仕事

体の不自由な人や高齢者などをサポート
する仕事/老人の暮らしをサポートする

人を支える仕事
高齢者をささえる/高齢者の人たちの生
活を支える

高齢者を見守る
仕事

高齢者を支える
仕事

介護の職場のイ
メージ

やさしそう/人と接するときはずっと笑顔

大グループ 中グループ 小グループ 代表的なコード

高齢者を手伝う
仕事

高齢者を守る仕
事

高齢者を保護
する仕事

高齢者や障害を持っている人の生活を保
護する仕事/高齢者をほごする場所

高齢者をやしな
う仕事

高齢者をやしなう/やしなう

介護職員のイ
メージ

人を助ける仕事

介護の仕事をし
ている人

よりそう

介護の仕事の
内容

介護という仕事

働く場所のイ
メージ

働く場所のイ
メージ

高齢者と話し相
手になる

高齢者を楽しま
せる

食事の支援をす
る

高齢者を介護を
する

 

 

図 3．ふくしの寺子屋の授業前の「介護の仕事のイメ

ージ」について 

３．「ふくしの寺子屋」の授業の後の「介護の仕事の

イメージ」の結果 

KJ 法における図解化にあたって、大グループを

【 】、中グループは＜ ＞で示した。 

表 2．「ふくしの寺小屋」の授業後の「介護の仕事の

イメージ」 

訪問、リハビリがあるんだと思いました/老
人も色々いるし、仕事の内容も様々なの
だ

皆で協力し合う
仕事

皆で協力し合う
仕事

連携・協働
安全に行うことができたと同時に助け合い
を大切にしている/皆が一つになって成り
立つ仕事のイメージ

社会に貢献でき
る仕事

社会にとって大
切な仕事

多様な働き場が
ある仕事

多様な活躍の
場がある仕事

多様な活躍の
場がある仕事

社会にとって大
切な仕事

楽しくてやりが
いのある仕事

日常生活のお
手伝い

生活の不自由な高齢者の人達のお手伝
い/介護は人に色々手伝ったり

体と心のサポー
トをする

介護は高齢者や生活がしにくい人の心や
体をサポートすることだと知りました

最初もいいイメージをもってはいましたが、
さらに良くなった気がしました

生活のサポート

生活のサポー
ト

とても重要な仕事だと感じました/介護の
仕事はこんなかんじと確定はできないけ
ど、、とても大切な仕事だなと思いました

一緒に楽しめる
仕事

元気がもらえる
仕事

きついことや汚いことも少なからずあるけ
ど頑張った分だけ「ありがとう」や「助かっ
た」で元気をもらえる

介護福祉職も
一緒に楽しめる
仕事

高齢者とふれあえる楽しい仕事/人との距
離が近く沢山の人と一緒に楽しむことがで
きる仕事

相手の事を考え
ながらする仕事

人のために行動している/相手の事を考え
ながらする仕事

相手の事を考え
ながらする仕事

コミュニケーショ
ンが必要な仕事

高齢者の方ともゲームをしたりして意外な
交流がある

お年寄りを支えてくれ、優しく接してくれる
仕事/優しい人が沢山いる

やっぱり介護は
いい仕事

コミュニケーショ
ンが必要な仕事

人との関わりを持ってたくさんのコミュニ
ケーションが必要な仕事だと思いました

障害者などが安心できるように声をかけた
り気を付けている/安心につくす

命を大切にする
仕事

命の大切さや生きていることの有難みなど
も深く関わっていくと分かってくるのかなと
思いました

心優しいヒー
ローがする仕事

やりがいがある
仕事

すごくやりがいのある仕事だと思いました
/やりがいのある仕事

やりがいのある
仕事

安心や生きる希
望を与える仕事

笑顔にしてくれ
る仕事

皆を笑顔にして
くれる仕事

笑顔がたくさん見れたりうれしいこともある
職業/みんなを笑顔にさせてくれる人達と
いうイメージ

幸せになれる仕
事

幸せにする/みんなが幸せになれる仕事

優しい人が多い
仕事

優しい人が多い
仕事

利用者さんを楽
しませる仕事

安心や元気や
希望を与える仕
事

介護の仕事は高齢者の方に安心や希望
や元気を与えていくんじゃないかと

皆を助けてくれるヒーローみたい/人の命
を支えられるスーパーヒーロー

介護の仕事は
気をつかって大
変な仕事

介護の仕事は
気をつかって大
変

人を支えるヒー
ローのような仕
事

人に寄り添う仕
事

人に寄り添う仕事/サポートしていくだけで
はなく、実際に心に寄り添っているイメー
ジ

人の役に立つ
仕事

とても人の役に立つ仕事/人の役に少し
でも立てている仕事

人を支える仕事

気を使わないと
いけない仕事

どんな事があってもおだやかでいつも人を
気づかえるような人が向いてそうな仕事

人を助ける存在

高齢者や体の不自由な人の生活を支える
仕事/介護士の人達が不自由な人達を支
えている

安心を与えられ
る仕事

介護の仕事は
やっぱり大変

介護の仕事は大変/早いときは６時で起き
て大変な仕事

気をつかう仕事 重労働で相手にも気をつかう仕事。

大変な仕事だけ
どプラスのイ
メージ

大変だけどやりが
いがある仕事

とても大変だけどやりがいがある/介護の
仕事は大変だけど、とてもやりがいがある
仕事

大変だけど楽し
い仕事

大変だけど楽しい介護の仕事/大変な時
もあるけど色々と関われて毎日が楽しそう
だな

大グループ 中グループ 小グループ 代表的なコード

実は介護はい
い仕事

介護のイメージがよくなかったのでイメージ
を変えることができてよかったです

介護は素敵な
仕事だと気が付
いた

思ってたより介
護はいい仕事

思ったより働き
やすい仕事

介護の仕事は残業などがほぼなくとてもホ
ワイトな会社

難しいけど楽し
い仕

介護は難しいイメージがありましたが以外
と楽ということが知れてよかったです
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図 4．ふくしの寺子屋の授業後の「介護の仕事のイメ

ージ」について 

 

Ⅳ．考察 

1.ふくしの授業を受ける事前の結果について 

図 1 及び図 2 から、80％の子供が「介護の仕事」

について聞いたことがあると答え、その情報源は TV、

家族、SNSから得ていることが分かった。子供達が抱

いている介護の仕事のイメージを KJ法によって分析

した結果、表 1 のように 9 つの中グループから【や

りがいがありそう】、【大変そう】、【介護の仕事をし

ている人】、【介護という仕事】、【高齢者を支える仕

事】の 5つの大グループが抽出することができた。【や

りがいがありそう】は介護の仕事はやりがいがあり

そうというイメージであり、【大変そう】は介護の仕

事は忙しそうで体力が必要な仕事というイメージで

あった。【介護の仕事をしている人】は仕事をしてい

る介護職員のイメージであり、【介護という仕事】は

高齢者に対してトイレへの誘導をすることや食事介

助を行うなど介護場面をイメージしたものであった。

また、【高齢者を支える仕事】は介護の仕事は高齢者

のできない部分を手伝うことや高齢者を見守るとい

う介護を行う目的についてイメージしたものであっ

た。 

以上、5つのイメージを抽出し、さらにグループ間

の図解化と記述化を行った（図 3）子供達は、TV、家

族、SNSから介護の仕事の情報を聞いたことによって、

最初に【介護の仕事をしている人】、【介護という仕

事】、【高齢者を支える仕事】を想起させた。この３

つのイメージは、受け取った情報がそのまま子供た

ちの中に残ったものである。そして、３つのイメー

ジを持つことによって、子供たちは介護の仕事につ

いて「考える」きっかけが生まれたと考える。【介護

の仕事をしている人】、【介護という仕事】、【高齢者

を支える仕事】という 3 つのイメージを浮かべるこ

とで、介護の仕事はやりがいがありそうだなという

【やりがいがありそう】と、大変な仕事だなという

【大変そう】の２つのイメージを連想させた。この

【やりがいがありそう】と【大変そう】は一見相反

するように見えるが、そうではなく、前回の私たち

が高校生を対象に行った研究 4）でも見られたように

「介護の仕事は大変な仕事であるが、それだけにや

りがいがある仕事だ。」また、「介護の仕事はやり

がいがあるからこそ、それだけに大変な仕事だ」と

いうお互いの存在で成り立つ関係を持っていた（図

3）。 

2.ふくしの授業を受けた事後の結果について 

 ふくしの授業後の結果、表 2のように 15の中グル

ープを抽出し、【介護は素敵な仕事だと気が付いた】、

【介護の仕事は気をつかって大変な仕事】、【心優し

いヒーローがする仕事】、【楽しくてやりがいのある

仕事】、【生活のサポート】、【社会に貢献できる仕事】、

【多様な働き場がある仕事】、【皆で協力し合う仕事】

の 8つの大グループを抽出した。【介護は素敵な仕事

だと気が付いた】はふくしの授業にて介護の仕事の

話を聞くまでは実はいいイメージ持っていなかった

が、実際に働いている介護福祉士からお話を聞くと

イメージが良くなったこと。【介護の仕事は気をつか

って大変な仕事】は話を聞くとやっぱり介護の仕事

は大変だというイメージ。【心優しいヒーローがする

仕事】は、人を支え、そして笑顔にしてくれる仕事

はまるでヒーローのようなイメージであり、【楽しく

てやりがいのある仕事】は高齢者とふれあいながら

する仕事は介護職員も一緒に楽しめるため、やりが

いがある仕事のイメージ。【生活のサポート】は実際

の介護の場面や高齢者とのコミュニケーションをす

る必要性や、さらに相手の事を考えながらする仕事

だというイメージ。【社会に貢献できる仕事】は社会

にとって重要な仕事であるというイメージであり、

【多様な働き場がある仕事】は介護の仕事は訪問や

リハビリなどいろいろ働く場所があり、仕事の内容

も様々だというイメージ。【皆で協力し合う仕事】は、

助け合いや皆が 1 つになって行う仕事にイメージで

あった。 

 以上、8つのイメージについてグループ間の図解化

と記述化を行った（図 4）。ふくしの授業にて実際に

働いている介護福祉士の話に聞くことで、子供たち

はまず【生活のサポート】、【多様な働き場がある仕

事】、【皆で協力し合う仕事】の 3 つのイメージを持
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つことになった（以下、イメージの第 1層）。さらに

子供たちはこの 3 つのイメージを基に【介護の仕事

は気をつかって大変な仕事】と【楽しくてやりがい

のある仕事】を連想させた（以下、イメージの第 2

層）。この一連のプロセスは介護福祉士から聞いた話

（情報）がそのままイメージとなり、介護の仕事に

は「大変さ」と「やりがい」があることに気が付く

というものである。これは事前の結果と同じである

が、事後では実際に働いている介護福祉士から話を

直接聞いたことにより、さらに【社会に貢献できる

仕事】と【心優しいヒーローがする仕事】（以下、イ

メージの第 3 層）を新たに連想させた。イメージの

第 2 層である「大変さ」と「やりがい」がある介護

の仕事から、とても大変な仕事であるがやりがいも

ある。社会にとってとても大切な仕事であり、まる

で人を支える心優しいヒーローがする仕事のよう、

というイメージを持つことになったと考える。 

以上、介護福祉士から実際の介護の仕事の話を聞

く事によって、子供たちはイメージの第 1層から第 3

層のプロセスを経ていた。そして最後に、「やっぱ

り介護はいい仕事なんだな」という【介護の仕事は

素敵だと気が付いた】が連想され、さらなるポジテ

ィブなイメージへとつながることになったと考える。 

3．まとめ 

子供たちは TV、家族、SNS から介護の仕事の情報

を受け取り、すでに「大変さ」や「やりがい」につ

いてある程度のイメージを持っていた。しかし、ふ

くしの授業にて実際に働いている介護福祉士からの

話を聞くことによって、より具体的なイメージをも

つことができ、ポジティブなイメージに繋がったこ

とはこの活動の有意義性を証明できたのではないか

と考える。また、ふくしの授業では偏った情報を子

供たちが得ることがないように配慮しており、介護

の仕事は「楽しさ・やりがい」もあるが、「大変さ」

もあることも伝えるように心がけている。出前授業

などにおいて介護の「楽しさ・やりがい」を伝える

ことは大切であるが、本研究においては介護の仕事

の「大変さ」もしっかりと伝える事も重要であるこ

とが示唆されたと考える。今後も私たち研究チーム

はさらに幅を広げて調査研究を進めていく予定であ

る 

 

Ⅴ.結論 

 ふくしの授業を行う前は、子供たちは TV、家族、

SNS から介護の仕事の情報を受け取っており、【やり

がいがありそう】、【大変そう】、【介護の仕事をして

いる人】、【介護という仕事】、【高齢者を支える仕事】

の 5 つのイメージを持っていた。子供たちは聞いた

情報を受け取り、自身の中で介護の仕事について考

えるきっかけが生まれ、「介護の仕事は大変な仕事

であるが、それだけにやりがいがある仕事だ。」ま

た、「介護の仕事はやりがいがあるからこそ、それ

だけに大変な仕事だ」というイメージを想起させて

いた（図 3）。授業を行った後は、【介護は良い仕事だ

と気が付いた】、【介護の仕事は気をつかって大変な

仕事】、【心優しいヒーローがする仕事】、【楽しくて

やりがいのある仕事】、【生活のサポート】、【社会に

貢献できる仕事】、【多様な働き場がある仕事】、【皆

で協力し合う仕事】の 8つのイメージを持っていた。

実際に働いている介護福祉士の話を聞く事でイメー

ジがより具体的に描くことができ、イメージの第 1

層から第 3 層のプロセスを経ることで、さらにポジ

ティブなイメージへと繋がっていった。つまり、【介

護の仕事は素敵だと気が付いた】に至ることができ

たと考える（図 4）。 
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